
公益社団法人 自動車技術会 関東支部学生自動車研究会 

 

第一回 学自研学生委員会 議事録 

2017年 4月 22日 

文責：千葉大学 浅川瑞光 

 

1．概要 

日 時：2017年 4月 22日（土）13：00～15：30 

場 所：自動車技術会 市ヶ谷本部 

参加者：敬称略 

神奈川工科大学 田中、鈴木、喜古、関谷 

千葉大学    浅川 

日大理工    安居院、山下、松園 

東京農工大   矢田、中里、菱沼 

日大生産工   鈴木、春山、湯水、井上 

工学院     辻、小柳津 

横浜国立    加納、井畑、植村 

筑波大学    梅野 

OP       中山さん、足立さん 

理事      岡部先生、馬場さん、加藤さん、伊藤さん 

 

 

2．当日配布資料 

 ・2016年度会計詳細 

 ・2016年度実施企画 

 ・2017年度学自研大会事前資料 

 ・2017年度第一回学自研学生員事前資料 

 

3．議事 

3.1 自己紹介 

   今年度名簿作成 

3.2 昨年度企画振り返り 

  ・総合火力演習 東京大学のご好意により特別参加。夜間演習や教導団(副)団長とのブリーフィング、

戦車に触れるなどの貴重な体験となった 

  ・シミュレータ見学会 農工大で実施 

  ・日野自動車（日野工場 羽村工場見学）  

  ・日立 ADAS 車両同乗 工場見学会 

  ・二輪安全研修 学自研特別のプログラムを組んでいただいた 



  ・航空装備研究所 自衛隊装備を見学 ロケットエンジンなど、実物等を見ながら説明していただ

いた 

  ・矢島工業 プレス工場見学  

  ・国際交流 11月台湾派遣 4人 タイ派遣 1月 3人 日本受け入れ 3月 6人 

 

3.3 会計  

  ・PDFにて資料配布  

  ・懇親会費については 4 月、3月に実施したもの、OBや理事からの支援を引いて計上 

  ・二輪研修 補助金 3000円/人 17人参加 

  ・昨年度支出の合計金額 

   合計 467140円 32860 円は返金 

 

4．今年の委員決定 

現状の候補者 2，3月に募ったもの 

2017年度の役員の候補者を以下に示す。 

  委員長  松園  俊介 日本大学理工学部 

  副委員長 井畑  知明 横浜国立大学 

  書記  梅野  隆一  筑波大学 

    浅川  瑞光 千葉大学 

  会計  田中  利緒 神奈川工科大学 

    喜古  悠雅 神奈川工科大学 

    関谷  拓磨 神奈川工科大学 

  広報担当 鈴木  亮雅 日本大学生産工学部 

    春山  佑輔 日本大学生産工学部 

    浅川  瑞光 千葉大学 

    植村  智明 横浜国立大学 

国際担当 安居院 慧人 日本大学理工学部 

    山下 貴大 日本大学理工学部 

    菱沼 祐太  東京農工大学 

    辻 智駿 工学院大学 

    小柳津 大希 工学院大学 

委員会では承認済み 

個人のメールアドレスは学自研のメーリングリストに加える 

 

5．今年度方針 

  

  自動車の技術を学ぶために 学生目線から企画を立てる、新たな案を出す 

  ・広報活動の強化 公式フェイスブック、ウェブサイトの更新をこまめに実施 



  ・会計の明瞭化  企画時の経費、交通費  

  ・企画の促進   見学会、独自の企画を積極的に立案していけるように努める  

・国際交流の強化 国際交流活動の参加募集を早める、内容の充実が必要 

 

6．行事担当 

 6.1恒例行事 

 ・総合火力演習  

日時：8月中旬  

内容：東大の畑村研究室と合同 

参加者は感想文を必ず提出し、後日まとめて企画担当者が送る 

担当者は当日やることがあるため参加必須  

担当：植村、井畑  

 

・4 輪研修  

日時：11月、12月ごろ先方の予約状況に応じて日程は調整   

場所：茨城  

内容：普段はできない運転、プロの運転を見学  

担当：安居院 

 

 ・オートサロン  

日時：1月 金、土、日の 3日間  

内容：金曜午前のプレス枠で入れるように、記事を書いてホームページに乗せる等の成果が必要  

担当：未定 

 

・東京モーターショー  

日時：10月 25、26  

内容：過去にはプレス枠で入り、一般の客はいないので、企業の方が特別に説明をしてくれるが、

レポート等のフィードバックが必要 

担当：加納 

 

6.2 新企画の立案 

 ・トヨタのドライビングシミュレータ  

日時：9月あたり  

担当 鈴木 

  一般公開されていない施設は厳しい可能性がある。公立の研究所等と企業との比較や目的の違いを

学ぶことを目的とする 

・ホンダボンネビル 

20～30人は参加してもらう必要あり  



企業は平日のほうが日程組みやすい 

または祝日、8月は 3支部の試走会、などを避けることが望ましい 

 

・衝突試験見学 

ジャリ(JARI)のほうは見学可能、ただし、一般公開以上のことは見せてもらえない可能性がある 

 

参考 学生フォーミュラ大会 9月 5日~ 

8月、9月に企画実施を希望する場合、5月の委員会から始めたい 

    今年の支部長さんは日立の方です 

 

そのほかの企画について【検討中】 

・日野自動車見学 

・技術者講演会がよい 

・藤沢で ZMP、運送関係の自動運転あり 

・自動車博物館見学 

・過去 座間の日産展示、GTR 開発者の後援 

・北海道テストコース見学 

・ヤマハミュージアム及び、工場見学 

・支部間交流 東北支部でも話が出た、 

 

6.3 各個人の研究内容と興味 

・5 月委員会時に、企画趣旨、概要のパワポを企画者は用意しておく 

・5 月委員会までに委員長にメールで企画案を送信し、委員会時に進捗状況の報告や相談をする 

 

7．予算 

 今年度予算 

・昨年度と同額の 50万円で良いかを検討 

・他の支部との合同企画は別予算になる可能性がある 

 

申請書類関係 

・事前交通費、菓子折りは会計から支出 

・領収書の提出が必要となる 

・必要書類フォーマットを後日会計からメールで送信する 

 

8．次回委員会 

 日程：5/27 13:00 ~ 

 場所：日本大学理工学部 7号館 5階 752教室(or7号館 7階 771教室)  


